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　雌蛾における外部生殖器の原当liに関しては，慰蚕及び　　　環節と第4環節の環節間ll／！の卿願1癒切開し，原嬢の一部

ヒマ叢誘引腺の原基の存在部位について著者等の1人，　　　即ち，片側の1毬脚を：蒸部より切1）とり，褥11の切開した

竹田（1955）が明らかにし，霜た，寂蟹及びヒマ蚤雌蛾　　　部多｝に移llttした。

側贋の原棊の存在部位に関しては，竹田・田rl1（1954）　　　　斑〔基としては3齢2【耳1の難鞭児を用いた。

が明らかにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・　移植後は謝通に飼善fし當繭せしめ羽化した雌雄蛾

　更に寂蚤雄蛾外部生殖器における，鉤器Uncus，撰握　　　について側懸形戒の碧無を調べノ鞠

器ClasperSおよび交羅幌Penis等o：）原蕊の存在部1立：お

よび聯灘器の原勲獺に雫鋪し，その撚分　　　　婁験結果とxas
化を実験した結果についJcは，竹田・田中（1956）力監報　　　　家養雌蛾外部生殖器1こおける側騰原恭の一凶1即爆雌蜜

告し，また，竹田（1956・・v・57）は蜜蚕轟秀引腺の原藁を寂　　　児の左霜何れかの隅脚を家螢の雌球いは雄寮児に移隙

蚕の幼虫に移植すれば，犠搬の性に関係なく移植した原　　　し・成虫において側腰形成の有1証畦を調べた結搬は次の如

蓋は宿主の発育，変態に伴つて次第に発達，分化して成　　　くであつた。

虫において略正常な誘引腺を形成すること等を明らかに　　　　Photo・L　に示したとおり，側騰の原暴である羅脚

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を移欄すれば，その原捲は宿主の発冑に伴つて次第に発

　著者等は，今回，家蚕雌蛾外部生殖器における側塵の　　　達する。その後・宿主の変態に伴つて原；雛は次第に発選

原基を寮蚕に移樋する実験を行い，側属の原塾に当る都　　　分化し，成虫において略コ三常（纏し片側）な側糖を形成

分即ち尾脚の部分を移植すれば成虫において側懸を形成　　　した。即ち，その状態はPh◎to・2およびPhoto・3に

することを明らかにした。これらの結果について報告す　　　示したとおりである。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Photo・2・は蛾体の瀾面1こ形成された片側の個1購の状

　この研究を行うにあたり御懇篤な御教導を賜つた策京　　　態であり，Photo・3・は蛾体からとり爾した片側の側鷹

大学教授有賀久雄博士並びに本学教授蒲生俊興博士に対　　　の状態である・而して，側讐原基の形戚は宿滋が雌であ

して衷心より感謝の意を表する。　　　　　　　　　　　　つても，また雄であつてもそれに関係なく形戚されたこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とから，原塾の発坐分化は宿主の性とは無関係であると

　　　　　　　　材料と方法　　　　　　 考えられる。

・．鰍材瀬としては，日・22号。支、、5号および　以上の鰍結果によれlec，燃のタ轍禰器1・浦る

太平×長安を用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　側懸の原蜷は，発坐の相当初期の段階においてその分化

・．騰の騨方法としては，魁にして蠣は雄の　が決鍵縄ものであつて，その後醗坐の鰍驕引

3齢盛翻は4齢3明の凱を用、、，蚕児の椰第3　腺の駿の齢胴様に・イ納の韻顛灘やて殆
　　　＿．一．一．t－　　　　　　　　　　＿．．．，T　　　．　　んど影響を受けないものと考えられる。その理山として

幣州大単繍鮮部養蚕学・蚕体解剖生理学研究室　　は，幼虫期に移植さitzた｛貝蟷の原董は，徽の費捌と無
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関係即ち性の分化に伴う体内的な諸要．素の差によつて影　　　　　　　　　　　　　Summary

響さi・しずに，その御腱【、瀦工E常に継紛己して分化を完　　Th・f・ll・wi・g　result・．were・1・t・i・・d　l・y　the

成することが認められたからである。　　　　　・xperim・・t，　investig・ti・g　th・dev・1・pme・t　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　differentiation　of　the　imaginal　buds　of　labiae　in

　　　　　　　　　　　　　　｝商　　　　　　　　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　outer　genitalia　of　a　female　nl（，th　of　the　Br・m・

家酬ll蛾外l！ll脳直器におけ御旛の原ジ、曇を家蚕の触　 byx　m・ri・L・，　whi・h　w・・t・an・pl・・t・d　t°a　larva

期に移植し，そα）発達分化を究明する実験を行い・次の　　　of　the　Bombツx脚ガL・

系課を得た。　　　　　1　　　　・・Whe・・。ne・－sicl・im・gi・・1　b　u・1。f　labia（°ne－

1家酬職外｝鞭1三殖器における｛ll幡σ）片伽源継　　・id・。f・・u・1・1・1・g）i・・ut・・9・nitalia・f・f・male

獺の幼蝉1（3齢IV】或はtl・IM｛，　’IV］）に移1・itaすれば，その　・ilkw。・…・th　w・・t・a・・pl・nt・d　t。・silkw°「m

原棊は　融の獅，変寛景に伴つて発齢化し1蝕に）ll・V・　1－（3・d・r　4　th　inst・・）・it・im・ginal　b・d　deve闇

て略工贈な牌11の側’融形劇一る。　　　　　1。ped・nd　diff・・e・ti・t・d　n。・m・11y　t°f°「m”　°ne

2原獅猫齢化は個三のll蝦1｛ilち1燗‘1と｝酬係が　一・id・d　l・bi・alm。st　pe・f・ctly　i・acc。・d・・ce　w圭th

ない。　　　　　　　　　　　th・9・・wth・and　metain。rphQse・　°’f　」ts　h°st・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2。　The　development　and　the　differentlation　of

　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　献　　　　　　　　　　　　　　　．the　imaginal　bud　have　llo　relation　with．　the　sex

ω竹1覗・帥一行・儒：大繊研報・，4，39－40・（19541）　・f　the　h・st・

（2）一・　1司上，　5，45～46，（1955）　　（L・b。・at。・y・f　Silkw・・m　A・・t・my　and　Phy－

（3）　・剛・1一行・1司　．．、ヒ，6，42－・44，（1956）　・i・1・gy，　Faculty・f　T・xti玉e　a・d　S・「icult”｝’e・
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　　　　　　　　　　　　写　真　説　明

Photo．1．寂蚕の幼幽に移植した片側の側騰Labia

　　　　　　　　の凍基が宿煮の発育に伴つて発育する状態。

　　　　　　　　CL……尾脚

Photo．2，成虫の腹部に形成された片側の側唇。

　　　　　　　　L……側讐

Photo．3．　宿主からとり出した片側の側属。

●


